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改
善
・
賃
金
確
保
を
目
的

と
し
た
要
請
を
行
い
、
建

労
岡
山
か
ら
も
１
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

交
渉
で
は
、
適
正
な
労

働
環
境
の
実
現
に
向
け
て

元
請
企
業
へ
の
指
導
や
法

定
福
利
費
等
を
含
ん
だ
賃

金
の
支
払
い
確
保
と
、
物

価
・
資
材
上
昇
分
を
適
正

に
価
格
転
嫁
し
た
契
約
が

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

相
談
窓
口
の
設
置
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
普
及
促
進
策
の
検

討
を
進
め
、
レ
ベ
ル
別
年

収
の
周
知
徹
底
等
を
求
め

　
【
賃
金
対
策
部
】10
月

31
日
に
中
国
地
方
県

連
・
組
合
が
集
結
し
て
、

広
島
合
同
庁
舎
へ
建
設

技
能
者
・
職
人
の
処
遇

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
議
で
は

運
動
方
針
案
と
し
て
、
１

０
０
万
人
国
会
請
願
署
名

を
力
に
、
改
正
担
い
手
３

法
を
好
機
と
し
た
大
幅
な

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
の

要
求
・
請
求
運
動
に
取
り

組
む
こ
と
、
町
場
・
住
宅

分
野
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普

及
と
そ
の
活
用
に
取
り
組

む
こ
と
、
建
設
国
保
の
育

成
・
強
化
、
現
行
補
助
水

準
の
確
保
を
求
め
る
こ
と
、

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救

済
・
根
絶
を
求
め
る
こ
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
見
直

し
・
緩
和
措
置
の
延
長
を

求
め
る
こ
と
、
担
い
手
確

保
・
育
成
の
た
め
能
力
評

価
の
活
用
を
進
め
る
こ
と

等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
価
上
昇
に
よ

る
諸
経
費
の
高
騰
、
全
建

総
連
書
記
局
の
賃
上
げ
へ

の
対
応
を
中
心
と
し
た
財

政
基
盤
強
化
に
向
け
、
令

和
８
年
以
降
全
建
総
連
の

組
合
費
を
１
人
当
た
り
月

額
20
円
引
き
上
げ
の
提
案

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
各
専
門
部
に

分
か
れ
て
分
科
会
を
開
催

し
、
経
過
報
告
・
運
動
方

針
案
に
つ
い
て
討
議
を
行

い
ま
し
た
。
１
０
０
万
人

請
願
署
名
運
動
の
中
心
と

な
っ
た
賃
金
対
策
部
の
分

　

年
の
瀬
が

迫
り
今
年
も

残
す
と
こ
ろ
、

あ
と
わ
ず
か

と
な
っ
た
。

　

こ
の
１
年

を
振
り
返
る

と
、
年
明
け

早
々
の
能
登
半
島
地
震

に
始
ま
り
、
お
盆
前
に

発
生
し
た
宮
崎
県
の
地

震
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
臨
時
情
報
が
発
令

さ
れ
た
。
ま
た
、
温
暖

化
の
影
響
に
よ
り
全
国

各
地
で
猛
暑
の
夏
と
な

り
、
10
月
中
旬
ま
で
暑

い
日
が
続
い
た
。

　

特
に
２
度
に
わ
た
る

災
害
を
う
け
た
石
川
県

の
み
な
さ
ん
に
は
１
日

も
早
く
復
興
が
で
き
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。

　

様
々
な
自
然
災
害
が

あ
っ
た
影
響
か
仕
事
に

も
大
き
な
影
響
が
出
た
。

建
設
業
の
働
き
方
改
革

関
連
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
ま
だ
職
人
達
に
は

効
果
が
出
て
い
な
い
。

適
切
な
水
準
の
賃
金
確

保
と
労
働
環
境
の
改
善

が
早
急
に
進
む
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
日
本
人
選
手
の

活
躍
が
心
を
打
ち
励
ま

さ
れ
た
が
、物
価
上
昇
、

国
会
議
員
の
裏
金
問
題
、

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗

等
、
暗
い
話
題
が
多
い

令
和
６
年
と
な
っ
た
。

来
年
は
、
今
年
よ
り
少

し
で
も
明
る
い
年
が
来

る
こ
と
を
願
い
た
い
。
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魅
力
あ
る
建
設
産
業
に

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む

　

「
国
会
請
願
採
択
の
歴
史
的
成
果
を
力
に
、
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、組
織
増
勢
を
か
ち
取
ろ
う
」

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
10
月
23
日
か
ら
25

日
ま
で
の
３
日
間
、
全
建
総
連
第
65
回
定
期
大
会

が
神
奈
川
県
横
浜
市
の
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
全
国
の

県
連
・
組
合
か
ら
１
，
２

０
７
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、

建
労
岡
山
か
ら
は
執
行
委

員
28
人
と
書
記
局
２
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
能
登

https://www.okayamakenro.or.jp/

半
島
地
震
、
山
形
県
豪
雨

災
害
の
被
災
者
に
向
け
て

お
見
舞
い
の
言
葉
と
と
も

に
、
復
興
に
向
け
た
労
働

者
供
給
事
業
の
就
労
、
21

年
ぶ
り
と
な
っ
た
国
会
請

願
採
択
に
対
し
感
謝
の
意

科
会
で
は
、
近
年
の
日
本

全
体
の
賃
上
げ
の
動
き
も

含
め
、
今
こ
そ
物
価
上
昇

を
上
回
る
大
幅
な
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
を
要
求
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と

や
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
活
用
し

た
建
設
労
働
者
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
も
議
論
が
な

さ
れ
、
金
利
の
上
昇
を
踏

ま
え
た
建
退
共
の
利
率
引

き
上
げ
の
要
請
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
日
目
の
大
会

最
終
日
は
、
前
日

の
分
科
会
で
の
意

見
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
運
動
方
針

案
・
予
算
案
の
採

決
に
移
り
、
代
議

員
に
よ
る
拍
手
多

数
で
す
べ
て
承
認
。

確
か
で
実
り
の
あ

る
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

東
財
政
部
長
が

大
会
表
彰
を
授
彰

　

大
会
表
彰
で
は
、
建
設

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
た
め
に
多
大
な
貢
献

が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、

建
労
岡
山
か
ら
は
東
財
政

部
長
が
表
彰
を
受
け
、
ま

た
、
新
役
員
選
出
で
は
建

労
岡
山
よ
り
立
候
補
し
た

岩
谷
執
行
委
員
長
（
社
会

保
障
対
策
部
）
と
山
本
書

記
長
（
税
金
対
策
部
）
が

そ
れ
ぞ
れ
中
央
執
行
委
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
全
員
に

よ
る
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

合
唱
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
、
３
日
間
に
及
ぶ
定
期

大
会
が
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。

全建総連表彰・東財政部長

整備局交渉の様子

持続可能な建設産業を目指して団結ガンバロウ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
整
備
局

側
か
ら
は
「
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
関
し
て
標
準
労

務
費
を
策
定
し
た
う
え
で
、

労
務
費
等
の
確
保
と
行
き

渡
り
を
調
査
し
最
終
下
請

ま
で
適
正
な
労
務
費
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
窓
口
の
設
置
に
つ

い
て
は
「
資
材
高
騰
が
顕

在
化
し
た
際
に
受
注
者
が

契
約
変
更
協
議
を
申
し
出

た
と
き
に
は
、
注
文
者
は

誠
実
に
協
議
に
応
じ
る
努

力
義
務
を
設
け
て
い
る
。

法
令
違
反
に
関
し
て
は
駆

け
込
み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
を
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

整
備
局
交
渉
を
実
施

元
請
企
業
の
指
導
求
め
る

全建総連
第65回
定期大会

冬の労災事故に注意
冬場は凍結や降雪により転倒しやす
い季節です。作業の際は安全意識を持
って行動するように心がけましょう。
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組合への感謝
仲間と楽しさ広めたい

　
【
青
年
部　

内
田
凌

太（
30
歳
・
児
島
郡
）】

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。
組
合
に

入
っ
て
約
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
私
が
感

じ
て
い
る
の
は
保
険
料

が
安
い
と
い
う
こ
と
。

家
の
ロ
ー
ン
で
家
計
が

苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

建
設
国
保
は
他
と
比
べ

て
も
安
い
方
な
の
で
、
こ

れ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
で
は
旅
行
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
行
事
に

組
合
員
の
み
な
さ
ん
が
優

し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

加
入
し
て
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
青
年
部
で

は
同
世
代
の
方
々
と
横
の

繋
が
り
が
で
き
て
仕
事
に

も
ハ
リ
が
出
ま
す
。
分
か

ら
な
い
こ
と
に
も
丁
寧
に

対
応
し
て
く
れ
る
の
で
、

有
難
い
限
り
で
す
。

　

若
い
方
が
少
な
く
、
な

か
な
か
活
動
が
広
が
ら
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
私
も
こ
れ
か

ら
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
組

合
の
利
点
と
楽
し
さ
を
広

め
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
【
税
金
対
策
部
】令
和
６

年
分
の
確
定
申
告
支
援
と

し
て
、
税
理
士
法
人
テ
ィ

グ
レ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
提

携
し
、
個
人
事
業
者
を
対

象
と
し
た
個
人
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
開
催
予
定

は
２
月
中
旬
に
県
内
６
会

場
で
開
催
予
定
で
す
。
開

催
予
定
の
会
場
と
日
程
は

左
表
の
通
り
で
す
。

　
【
賃
金
対
策
部
】空
き
家

対
策
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
需
要
や
地
元
工
務
店

の
活
性
化
を
期
待
し
、
県

内
市
町
村
で
は
様
々
な
助

成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
回
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
み
な
さ
ん
の
仕
事
確

保
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
家
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

仕
事
確
保
に
つ
な
げ
よ
う

申
請
前
に
条
件
を
必
ず
確
認

確定申告を支援
２月に個人相談会実施

自治体で実施している助成金の例（一部）
自治体 制度名 補助額 限度額（連絡先）

岡山市 すこやか住宅リフォーム 3/5 60万円
TEL：086-803-1216

倉敷市 倉敷市居住誘導区域空家等
改修事業費補助金 1/2 50万円

TEL：086-426-3501

総社市 空き家リフォーム助成金 1/2 30万円
TEL：0866-92-8308

玉野市 玉野市空き家改修事業補助事業 1/2 50万円
TEL：0863-32-5538

瀬戸内市 瀬戸内市空き家活用補助事業 1/2 50万円
TEL：0869-22-1031

高梁市 高梁市住宅リフォーム補助金 1/10 20万円
TEL：0866-21-0229

奈義町 奈義町
住宅リフォーム補助金制度 1/5

・改修工事20万円
・�町内施行者利用３に
より30万円の合計50
万円
※�家族の帯同により加
算有
TEL：0868-36-4112

吉備
中央町

吉備中央町住宅リフォーム
事業費補助金 1/10 20万円

TEL：0866-54-1301

久米南町 空き家流動化促進事業
改修の
場合
4/10

改修：50万円
※�家族の帯同により追
加加算有
TEL：086-728-4412

会　場 開催予定日
津山会場（津山支部）：津山市志戸部691-1 ２月５日㈬

高梁会場（高梁支部）：高梁市鉄砲町1751-3 ２月６日㈭

西大寺会場（西大寺ふれあいセンター）
：岡山市東区西大寺中2-16-33 ２月７日㈮

岡山会場（労働福祉事業会館）
：岡山市北区津島西坂1-4-18 ２月12日㈬、２月13日㈭

玉島会場（玉島支部）：倉敷市玉島阿賀崎1760-3-4 ２月14日㈮

倉敷会場（倉敷支部）：倉敷市幸町1-12 ２月17日㈪、２月18日㈫

相談会料金表（一部抜粋）
会　費（非課税） 6,000円　

所得税申告料
売上規模

1,000万円未満 38,500円　
1,000万円以上 49,500円〜

※青色申告65万円控除は+5,500円

消費税申告料
簡易課税・２割特例

22,000円　
本則課税

1,000万円未満
1,000万円以上 33,000円〜

（税込）
　

相
談
会
で
は
組
合
員
さ

ん
と
税
理
士
法
人
担
当
が

対
面
で
確
定
申
告
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
売

上
や
経
費
を
事
前
に
ま
と

め
た
帳
簿
や
、
申
告
に
必

要
な
控
除
書
類
な
ど
を
持

参
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
料
金
に
つ
い
て

は
売
上
規
模
や
申
告
内
容

で
異
な
る
た
め
左
表
に
て

確
認
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
個
人
相
談
会
へ

参
加
さ
れ
た
方
へ
は
今
年

度
も
同
会
場
で
の
参
加
を

前
提
と
し
た
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す
。
昨
年
の
参

加
者
で
、
今
年
は
参
加
し

な
い
場
合
は
支
部
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
規
参
加
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
申
込
み
希
望
や

不
明
点
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
所
属
支
部
か
組
合
本
部

（
０
８
６
－
２
５
２
－
２

３
３
８
）
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

助
成
金
制
度
は
、
自
治

体
に
よ
っ
て
申
請
要
件
が

異
な
り
ま
す
が
、
多
く
が

工
事
着
工
前
に
申
請
を
行

う
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
昨
年
と
制
度

内
容
が
改
定
さ
れ
て
い
る

も
の
や
、
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
、

申
請
に
期
限
が
あ
る
も
の
、

そ
の
他
の
助
成
金
等
と
の

併
用
が
で
き
な
い
も
の
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
県
・
市
外
か

ら
の
転
入
者
以
外
に
自
治

体
在
住
者
で
も
申
請
が
可

能
な
場
合
や
、
同
居
家
族

の
形
態
（
夫
婦
や
子
供
有

無
）
や
、
居
住
者
の
年
齢

に
よ
っ
て
補
助
金
が
追
加

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
補
助
金
事
業
は
、

自
治
体
に
よ
り
予
算
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
受

付
期
間
内
で
あ
っ
て
も

予
算
上
限
に
到
達
し
た

時
点
で
申
込
み
が
締
め

切
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

工
事
着
工
前
に
対
象
の

補
助
金
に
つ
い
て
調
べ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
各
自
治

体
の
窓
口
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
依
頼
者
か

ら
よ
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

見
逃
し
の
な
い
よ
う
依

頼
者
に
と
っ
て
最
適
な

工
事
を
提
案
し
ま
し
ょ

う
。

足場の組立て等作業主任者
技能講習のお知らせ

【開催日時】�令和７年２月１日㈯、
２月２日㈰の２日間

午前９時～午後５時
【開催場所】組合本部会館
【受講資格】足場の組立て等に関する

実務経験３年以上かつ21歳以上
【受 講 料】11,000円
【定　　員】40人（定員になり次第締め切り）
【申込締切】令和７年１月17日㈮
　※電話での申込受付は行っておりません。
　※詳細は所属支部まで問い合わせてください。
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発声練習で健康に
世界に１つのリース製作

玉
島
支
部
激
戦
制
す

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
初
優
勝

　
【
住
宅
対
策
部
】組
合
員

の
持
つ
技
術
を
活
か
し
、

組
合
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る

労
力
奉
仕
活
動
。
こ
こ
数

年
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
こ
と

を
受
け
、
今
年
度
は
全
支

部
が
同
一
日
に
行
う
統
一

形
式
か
ら
、
支
部
そ
れ
ぞ

れ
で
実
施
日
を
設
定
す
る

形
式
に
変
更
し
て
取
り
組

　
【
青
年
部
】10
月
13
日
、

第
17
回
青
年
部
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
て
会
場
と
し
て
設
定

さ
れ
た
井
原
体
育
館

（
井
原
市
上
出
部
町
）

に
は
多
く
の
組
合
員
と

そ
の
家
族
が
集
ま
り
、

今
回
は
本
部
執
行
委
員

会
で
の
呼
び
か
け
を
通

じ
て
役
員
も
多
数
参
加
。

開
会
時
に
岩
谷
委
員
長

　
【
女
性
会
】
10
月
８
日
、

組
合
本
部
３
階
会
議
室
に

お
い
て
女
性
会
学
習
会
を

開
催
し
、
19
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
に
２
回
に
分
け
て

実
施
し
た
西
大
寺
支
部
で

は
、
児
童
館
や
独
居
老
人

宅
な
ど
26
箇
所
の
現
場
で

内
外
装
補
修
に
あ
た
り
ま

し
た
。
８
月
18
日
は
岡
山

支
部
や
英
田
支
部
な
ど
７

支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち

井
原
支
部
は
地
元
公
民
館

技
術
活
か
し
組
合
Ｐ
Ｒ

実
施
日
任
意
で
奉
仕
活
動

　

午
前
中
は
『
ハ
ギ
レ
で

作
る
リ
ー
ス
作
り
』
に
挑

戦
。
使
い
古
し
た
カ
ー
テ

ン
や
愛
着
の
あ
る
ブ
ラ
ウ

ス
等
の
ハ
ギ
レ
を
持
ち
寄

り
、
リ
ー
ス
型
の
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
に
棒
を
使

っ
て
差
し
込
ん
で
い
き

ま
す
。

　

配
色
の
相
談
や
ハ
ギ

レ
の
思
い
出
話
を
し
な

が
ら
ワ
イ
ワ
イ
と
作
業

を
進
め
、
捨
て
て
し
ま

う
よ
う
な
使
え
な
い
物

が
形
を
変
え
、
個
性
あ

ふ
れ
る
世
界
に
一
つ
の

華
や
か
な
リ
ー
ス
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ヴ
ォ
イ
ス

ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
松
原 

徹
先
生
を
講
師
に
迎
え

『
健
康
に
つ
な
が
る
ヴ
ォ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
を

行
い
ま
し
た
。
誤
嚥
防
止

や
健
康
で
い
る
た
め
に
は

喉
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る

と
、
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て

発
声
練
習
。
最
後
は
先
生

が
作
曲
し
た
曲
を
全
員
で

歌
い
、
参
加
者
の
笑
顔
が

絶
え
な
い
充
実
し
た
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

か
ら
「
み
な
さ
ん
楽
し
く
、

役
員
の
み
な
さ
ん
は
特
に

ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
」と
笑

顔
で
激
励
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
11
支
部

と
執
行
委
員
に
よ
る
チ
ー

ム
の
計
12
チ
ー
ム
が
編
成

さ
れ
、
３
リ
ー
グ
に
分
か

れ
て
対
戦
を
開
始
。

　

予
選
リ
ー
グ
で
は
ど
の

チ
ー
ム
も
際
ど
い
接
戦
を

展
開
。
そ
の
中
で
玉
島
と

和
気
の
両
支
部
が
快
進
撃

を
見
せ
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
激
突
の
末
、

こ
れ
ま
で
12
回
の
優
勝

記
録
を
持
つ
和
気
支
部

を
下
し
て
玉
島
支
部
が

見
事
初
優
勝
。
大
会
は

終
始
賑
わ
い
を
見
せ
、

支
部
を
越
え
た
交
流
と

連
携
が
図
れ
た
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

ながらスマホ
罰 則 強 化

酒気帯び運転も摘発対象に

細かい作業もお手の物

互いに讃え合う青年部選手

　

令
和
６
年
11
月
１
日
、

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
転
車
の
運
転
中
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
用
す

る
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の

罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

停
止
し
て
い
る
間
を
除

き
、
ス
マ
ホ
で
通
話
や
画

面
を
注
視
し
た
状
態
で
自

転
車
を
運
転
す
る
と
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
手
で
持
っ
た
ス
マ
ホ

だ
け
で
な
く
自
転
車
に
取

り
付
け
た
ス
マ
ホ
の
画
面

を
注
視
す
る
こ
と
も
禁
止

で
す
。
違
反
し
た
場
合
、

６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
10
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒

運
転
に
関
し
て
も
い
ま
ま

で
は
「
酒
酔
い
運
転
」
の

み
処
罰
の
対
象
で
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
「
酒
気
帯

び
運
転
」
も
新
た
に
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

運
転
し
た
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
酒
気
帯
び
運
転
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
者
に
対

し
酒
類
を
提
供
し
た
者
、

酒
気
帯
び
運
転
を
ほ
う
助

し
た
も
の
に
も
罰
則
が
科

損保の　
　　知識
損保の　
　　知識

さ
れ
ま
す
。

　

た
か
が
自
転
車
と
軽
視

せ
ず
、
今
一
度
交
通
ル
ー

ル
を
確
認
し
、
安
全
に
自

転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
自
転
車
事
故
は

増
加
傾
向
で
、
過
去
に
は

事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者

や
そ
の
家
族
に
数
千
万
円

の
損
害
賠
償
を
命
じ
た
判

決
も
あ
り
ま
す
。
自
転
車

を
運
転
さ
れ
る
方
は
万
が

一
の
事
故
に
備
え
、
賠
償

責
任
保
険
に
加
入
し
て
い

る
か
ど
う
か
も
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

女性会学習会

の
滑
り
台
塗
り
替
え
を
実

施
。
作
業
に
当
た
っ
た
組

合
員
は
「
塗
装
が
劣
化
し

て
い
た
の
で
、
こ
れ
で
子

供
達
に
気
持
ち
よ
く
使
っ

て
も
ら
え
る
」
と
安
堵
の

様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

津
山
支
部
は
８
月
25
日

に
児
童
養
護
施
設
の
屋
内

各
所
を
修
繕
、
同
日
赤
磐

支
部
で
は
山
陽
地
区
内
に

設
置
さ
れ
た
２
５
０
本
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し

ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
14

日
に
実
施
し
た
新
見
支
部

で
は
認
定
こ
ど
も
園
の
補

修
、塗
装
を
行
い
ま
し
た
。

　

倉
敷
支
部
で
は
10
月
27

日
、
毎
年
実
施
場
所
と
し

て
い
る
倉
敷
市
立
西
中
学

校
に
て
生
徒
と
と
も
に
新

し
い
下
駄
箱
を
製
作
し
て

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
他

紹
介
が
叶
わ
な
か
っ
た
支

部
含
め
、
10
月
末
時
点
で

計
19
支
部
が
関
係
各
所
の

要
望
等
に
応
じ
た
奉
仕
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仲
間
と
の
連
携
も
大
切（
西
大
寺
）

蘇
っ
て
い
く
遊
具（
井
原
）

狭
い
箇
所
も
す
ば
や
く
作
業（
津
山
）

職
人
技
が
光
る（
新
見
）

技能講習受講者募集
　公共工事や大手建設事業者の建設現場にお
いて技能士資格を有する技能労働者が求めら
れています。技能士は仕事確保にも十分役立
つ資格です。
【募集職種】�左官（６人）�

建築板金（６人）�
畳製作（３人）

【講習期間】令和７年１月より実施
（月１回、計６回を予定）

【講習内容】技能工１級・２級（実技）
【受 講 料】組 合 員：20,000円（税込）

組合員外：40,000円（税込）
【申込締切】令和６年12月20日㈮
※�詳細は所属支部に問い合わせてください。

令和７年度
職業訓練生募集

【訓 練 費】建築施工系・木造建築科
【訓練期間】�２年間
【訓練日時】�毎週土曜日と毎月第３水曜日�

９：00～17：00
【訓 練 費】組合員　月額5,000円
【入校条件】�高等学校以上の卒業者で、現在、建築大

工の事業所に常用労働者として雇用さ
れている方（令和７年３月に高等学校卒
業見込みで、建築大工の事業所に勤務す
る予定の方も含む）、または建築大工職
で一人親方労災保険に加入している方

【入 校 日】令和７年３月末予定
【訓練場所】倉敷共同高等職業訓練校

倉敷市幸町1-12（建労倉敷支部内）
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ド
リ
フ
ト
走
行
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。「
ク
ル
マ

好
き
の
兄
の
存
在
も
あ

り
、
若
い
頃
か
ら
早
く

ク
ル
マ
に
乗
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
」
と
言
う

山
本
さ
ん
は
、
18
歳
で

免
許
を
取
り
、
一
通
り

運
転
に
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
ド
リ
フ
ト
の
世
界
に

突
入
。
ス
キ
ー
ル
音
を

響
か
せ
、
ス
ピ
ン
ギ
リ

ギ
リ
の
体
勢
で
ク
ル
マ

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

テ
ク
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

狙
っ
た
ラ
イ
ン
で
走

れ
た
時
が
一
番
の
爽
快

感
。
ド
リ
フ
ト
は
速
さ

よ
り
も
姿
勢
と
走
行
ラ

イ
ン
の
美
し
さ
が
特
徴

な
の
で
す
。
山
本
さ
ん

の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は

マ
フ
ラ
ー
や
車
高
調
、

デ
フ
程
度
に
留
め
、

費
用
を
少
し
で
も
抑

え
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
丸
一
日
攻
め

込
め
ば
リ
ア
タ
イ
ヤ

が
２
セ
ッ
ト
消
耗
し

ま
す
。「
結
婚
し
子
供

が
で
き
た
現
在
は
家

族
と
出
掛
け
る
こ
と

が
大
半
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
大

切
な
趣
味
と
理
解
し

て
時
々
走
り
に
出
掛

け
さ
せ
て
く
れ
る
奥

さ
ん
に
は
感
謝
し
か

な
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

名
付
け
は
主
人
に
頼
み
、

知
る
人
ぞ
知
る
Ｆ
１
レ
ー

サ
ー
の
名
前
を
付
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

主
人
と
相
思
相
愛
の
せ

な
は
毎
晩
主
人
に
寄
り
添

っ
て
、
う
る
さ
い
イ
ビ
キ

に
耐
え
な
が
ら
寝
て
い
ま

す
。
朝
起
き
た
ら
「
お
は

よ
う
、
せ
な
」
仕
事
か
ら

帰
宅
し
た
ら
「
せ
な
、
た

だ
い
ま
」
と
二
人
だ
け
の

世
界
で
会
話
し
て
い
ま
す
。

私
を
素
通
り
し
て
、
せ
な

を
探
し
に
行
く
姿
を
見
る

314

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

ドリフトの爽快感
走行ラインの美を極める
久米支部 山本浩司さん（造園工・36歳）

　

車
両
を
意
図
的
に
横
滑

り
さ
せ
た
状
態
で
コ
ー
ス

を
走
行
す
る
技
術
「
ド
リ

フ
ト
」。日
本
で
の
走
り
屋

文
化
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の

腕
を
競
う
競
技
が
海
外
で

も
開
か
れ
る
ほ
ど
定
着
し

た
、
ク
ル
マ
好
き
に
愛
さ

れ
る
技
法
で
す
。

　

造
園
業
に
携
わ
る
山
本

さ
ん
は
年
に
数
回
、
備
北

ハ
イ
ラ
ン
ド
サ
ー
キ
ッ
ト

に
ク
ル
マ
を
持
ち
込
み
、

津山支部
赤座真由美

　

定
年
を
迎
え
て
私
達
夫

婦
は
ま
た
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
一
歩
進
み
ま
し
た
。

長
年
、
猫
を
飼
う
こ
と
に

反
対
し
て
い
た
主
人
が
娘

か
ら
懇
願
さ
れ
、
つ
い
に

猫
を
飼
う
こ
と
に
賛
成
し

た
の
で
す
。
ケ
ー
ジ
や
ト

イ
レ
な
ど
準
備
を
整
え
、

い
よ
い
よ
猫
を
迎
え
る
日
、

主
人
は
私
達
の
知
ら
な
い

う
ち
に
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー

と
壁
一
面
に
キ
ャ
ッ
ト
ウ

ォ
ー
ク
を
設
置
し
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
猫
の

と
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

今
年
６
月
、
新
た
に
子

猫
を
４
匹
保
護
し
ま
し
た
。

２
匹
は
里
親
さ
ん
に
引
き

　
【
岩
谷
委
員
長
】10
月
15

日
、
第
22
回
建
労
岡
山
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、

岡
山
倶
楽
部
帯
江
コ
ー
ス

に
52
人
の
有
志
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

始
球
式
の
意
味
合
い
も

込
め
て
一
番
に
テ
ィ
ー
シ

ョ
ッ
ト
さ
せ
て
頂
き
、
緊

せなですけど何かご用？

張
の
中
、
打
っ
た
ボ
ー
ル

は
右
の
斜
面
へ
。
第
２
打

は
松
の
木
の
枝
へ
。今
日
も

こ
ん
な
も
ん
か
と
自
覚
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
が
速
く
、
難
し

く
感
じ
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も
グ
リ
ー
ン
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
優
勝
は
白
川
幹

夫
さ
ん
（
倉
敷
）
で
し
た
。

　

今
回
10
支
部
か
ら
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
年
齢

問
わ
ず
参
加
で
き
る
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
活
用
し
仕
事

に
繋
げ
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
組
合
と
青
年
層
・

事
業
所
の
拡
大
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
組
織
対
策
部

か
ら
西
原
部
長
（
児

島
・
大
工
／
写
真
中

央
）と
小
寺
副
部
長（
井

原
・
塗
装
工
／
写
真

右
）・
中
塚
副
部
長（
玉

野
・
看
板
工
／
写
真

左
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

組
織
対
策
部
で
は
、

組
合
員
同
士
が
繋
が
り

を
絶
や
さ
な
い
こ
と
を

取
ら
れ
、
現
在
２
匹
が

我
が
家
で
同
居
し
て
い

ま
す
。
保
護
猫
の
お
迎

え
を
ご
検
討
の
方
は
是

非
連
絡
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ナ
ー
を
抜
け
る
マ
ー
ク
Ⅱ（
右
）

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
山
本
さ
ん（
左
）

本
部
　

　
役
員
紹
介

基
本
方
針
と
し
て
、
建

設
国
保
や
各
種
共
済
等

の
組
合
な
ら
で
は
の
メ

リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
仲

間
を
増
や
す
組
織
拡
大

運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

青
年
部
や
女
性
会
で

は
様
々
な
行
事
を
通
じ

て
仲
間
同
士
の
交
流
を

深
め
、
横
の
繋
が
り
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

「
数
は
力
」
と
言
う

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
が

仕
事
と
暮
ら
し
を
守

る
組
合
の
運
営
に
は

一
人
で
も
多
く
の
組

合
員
の
存
在
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

　

身
近
に
建
設
職
人

の
方
が
い
ま
し
た
ら

呼
び
か
け
等
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなで楽しい１日を過ごしました

組織拡大の強化に努める

集
ま
っ
た
52
人
の
有
志

白
川
さ
ん（
倉
敷
）が
優
勝

第22回
建労ゴルフ
コンペす

っ
か
り
家
族
の
一
員

愛
猫
と
歩
む
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

〈
県　

内
〉

６
日　

合
同
会
議

12
日　

四
役
会
議

19
日　

執
行
委
員
会

〈
県　

外
〉

１
日

　

�

中
国
地
協
青
年
部
幹

部
会
議（
岡
山
）

２
日

　

�

中
国
地
協
委
員
長
書

記
長
会
議（
山
口
）

12
～
13
日

　

�

全
国
賃
金
対
策
部

長
・
担
当
者
会
議

19
日

　

広
島
国
税
局
交
渉

✿�

本
部
は
28
日
～
１
月

５
日
を
年
末
年
始
休

暇
と
し
ま
す
。

インフルエンザ予防接種補助
【対象期間】令和６年10月１日〜令和７年１月31日
【対 象 者】組合員とその家族（建設国保の資格がある方）
【補助金額】1人１回　1,500円（1,500円未満は実費分　※15歳未満は２回まで）
【申請期間】令和７年２月28日まで
　　　　　※詳細は所属支部に問い合わせてください。


